
《Ⅸ 財務》

【財務運営について】

（ ） 「 」 、１ 学校法人又は短期大学において 中・長期の財務計画 を策定している場合は
計画の名称、策定した経緯等を簡潔に記述して下さい。なお中・長期の財務計画
は訪問調査の際に参考資料として拝見いたしますのでご準備下さい。

本学単独での「中・長期の財務計画」策定していないが、食物栄養科を四年制大学へ昇
格させるため申請資料の中に、短大が幼児教育科のみの単科になった場合の財務について
の計画を策定している。また、学校法人としても、四年制大学に新学部の設置に際する計
画は策定している。

（２）学校法人及び短期大学の毎年度の事業計画及び予算決定に至る過程、手続きを簡
略に記述して下さい。

１ 事業計画について
短期大学部教授会を経て学長が決定したものを、学校法人内の他の学校のものと共に

企画部長が策定し、先ず、常勤理事により構成される案件審査会議において協議され、そ
の後評議員会において意見を聴取し、理事会の議を経て決定される。
２ 予算決定について
決定された事業計画及び財政見通しをもとに経理部長が予算編成方針を策定し、案件

審査会議に諮る。各学校は予算編成方針を遵守しつつ事業計画を推進すべく予算要求書を
作成し、法人本部経理部に提出する。
次年度予算は、３月に開催される評議員会において意見を聴取した後、理事会で決定

され予算単位に配付される。

（３）決定した予算の短期大学各部門への伝達方法、予算執行に係る経理、出納の業務
の流れを必要な承認手続きを含めて簡潔に記述して下さい。なお、経理規程等の
財務諸規程について、整備している規程名を列記して下さい。財務諸規程は訪問
調査の際に参 考資料として拝見いたしますのでご準備下さい。

①承認手続き等について
本学への予算配付は、理事会議決後直ちに経理部を通じて学長及び予算責任者である

事務局長に対し、通知される。
予算責任者は配付された予算と予算要求書とを比較し、配付された予算によりあらた

めて学長の承認を得て執行予算を策定する。
物件等の調達の発注及び支払い等の手続きについては、次のとおり規定されている。
図書、消耗品、消耗備品及び発注予定価額が１件あたり５ ０００千円未満の印刷、



１ ０００千円未満の調律、２００千円未満の業務委託等の場合は使用する部署におい
て行い、他の物件等は企画部管財課において行う。また、発注にあたっては、回議用紙
を用い発注の稟議手続きにより予算責任者及び学長の承認を得て行っている。
１ ０００千円を越える固定資産の取得は理事長の承認を、３０ ０００千円を越える

固定資産を取得するときは理事会の議決を得なければならない。発注は、２業者以上の
見積書による競争により行う。ただし、取得又は工事予定額が３０ ０００千円以上の
固定資産は、競争入札により行う。
検収した物品等の代金支払は、担当者が起票したものを所属長、予算差引者及び予算

責任者が検印を行い経理部に回付している。
経理部は原則として月２回、１５日と３０日、銀行振込みにより支払っている。

②財務諸規程について
（１） 学校法人盛岡大学経理規程
（２） 学校法人盛岡大学固定資産及び物品管理規程
（３） 物件等の調達に関する規則
（４） 業者の物品納入事務について（通達）
（５） 学校法人盛岡大学資産運用基準及び基準外運用の手続き等に関する規程

（４）過去３ヶ年（平成１８年度～２０年度）の公認会計士監査状況の概要を開催日順
に記述して下さい。公認会計士の監査と監事がどのように連携しているか、また
公認会計士から指摘を受けた事項があれば、その対応について記述して下さい。

公認会計士による監査実施状況
年 月 日 監 査 の 概 要 指摘に対する対応

平成１８年３月３１日における経理部所管
の現預金及び有価証券並びに入試センター
所管の郵便切手についての実査。
帳簿どおりの残高等が確認された。
平成１７年４月１日から平成１８年３月

３１日までの収支取引記録、平成１７年度
決算整理事項、期末残高、計算書類の監査
〔指摘事項〕平成１８年３月３１日取得の 平成１７年度決算において指
中古構築物の耐用年数０年は妥当でない。 摘のとおり変更する。
中古資産の法定耐用年数である２年を適用
すべき。
〔指摘事項〕同一人物の過年度未収入の取 指摘のとおり寮費についても
扱いについて、学納金は徴収不能額、寮費 学納金と同じ取扱いとし、徴
が未収入金と違いがあり適当でないと思わ 収不能額とする。
れる。



〔指摘事項〕第１号基本金の資産の内、教 平成１８年８月２９日、これ
育の用に供されていない固定資産について に対する方針を評議員会、理
将来の利用状況を検討し、教育の用に供す 事会に提案し、指摘どおり一
る予定のないものは基本金の取崩しをされ 部を運用資産に変更する。
たい。
平成１８年４月１日期首繰越高の監査
平成１８年４月１日から同年７月３１日ま
での収支取引記録の監査
〔指摘事項〕扶養手当や通勤手当は、職員 変更があった場合の届出励行
からの届出を受けて手当の変更を行ってい を喚起するとともに、平成１
るが、定期的に書面による確認を実施すべ ８年度から指摘どおり年１回
き。 書面により確認を行ってい

る。
平成１８年４月１日から同年１０月３１日

～ 迄の収支取引記録の監査
〔指摘事項〕固定資産の実地棚卸しを実施 平成１８年度から３年間の年
するよう検討されたい。 次計画を立て実行する。
〔指摘事項〕スーパーハウスを機器備品勘 平成１８年１１月に指摘のと
定としているが、建物勘定が適正と解され おりとする。
る。
平成１８年４月１日から同年１２月３１日

～ までの収支取引記録の監査
〔指摘事項〕なし
平成１９年３月３１日における経理部所管
の現金預金及び有価証券並びに入試センタ
ー所管の郵便切手についての実査。
帳簿どおりの残高等が確認された。

平成１８年４月１日から平成１９年３月３
～ １日までの収支取引記録、期末残高、計算
書類の監査
平成１８年度決算整理事項
〔指摘事項〕なし
平成１８年度決算における計算書類の数
値、様式等の最終チェック
平成１９年４月１日から平成１９年８月３
１日までの入出金記録の監査
〔指摘事項〕財団法人リバーフロント整備 第２次補正予算で満額となる
センターからの特別寄付金が１ ７００千 よう研究助成費に計上する。
円入金計上されているが、当初予算では該



当研究費が１５８８千円しか計上されて
いない。寄付金の性質上、全額該当研究経
費に使用される必要がある。
平成１９年４月１日から同年１０月３１日

～ までの入出金記録の監査
〔指摘事項〕なし
平成１９年４月１日から同年１２月３１日

～ までの入出金記録
〔指摘事項〕なし
平成２０年３月３１日における経理部所管
の現金預金及び有価証券並びに入試センタ
ー所管の郵便切手の実査。
帳簿どおりの残高等が確認された。

平成１９年４月１日から平成２０年３月３
～ １日までの収支取引記録、平成１９年度決
算整理事項、期末残高、計算書類の監査
〔指摘事項〕なし
平成１９年度決算における計算書類の数

値、様式等の最終チェック
〔指摘事項〕なし
平成２０年４月１日から同年８月３１日ま
での入出金記録の監査
〔指摘事項〕なし
平成２０年４月１日から同年１０月３１日

～ までの入出金記録の監査
〔指摘事項〕なし
平成２０年４月１日から同年１２月３１日

～ までの入出金記録の監査
〔指摘事項〕なし

公認会計士と監事の連携
１ 平成１９年度より監事２名のうち１名を常勤としたことにより、この常勤監事が公認
会計士監査に立ち会い、指摘があった事項について対応している。

２ また、監査日に行われる公認会計士と経理部長との昼食会にも常勤監事が参加し、学
校法人監査の傾向及び課題についてその際意見交換をしている。



（５）財務状況の公開は今までどのように行ってきたか、また私立学校法第４７条第２
項に基づき、財務情報の公開をどのように実施しているか。それぞれの概要を記
述して下さい。

本法人では、私立学校法に明記されている、財産目録、貸借対照表、収支計算書、事業
報告書及び監事の監査報告等を各学校事務室及び法人本部に備え付けており、平成１７年
通達第７号「本法人の財務情報の公開について」の要領により、法人の利害関係者からの
要望があれば閲覧に供することにしている。
その他、ＨＰでは、法人の概要、事業の概要、財務の概要の３点についてアップしてい

る「簡易な財務情報（大科目）や、事業計画」などについても公開している。

（６）寄附行為に基づき、どのような基本方針で資金等の保有と運用を考えているか簡
潔に記述して下さい。なお資金等の保有と運用に関する規程等が整備されていれ
ば、訪問調査の際に参考資料として拝見いたしますのでご準備下さい。

１ 資金等の保有について
寄附行為に定めるところにより、基本財産及び運用財産中の積立金は、確実な有価証
券を購入し、又は確実な信託銀行に信託し、又は確実な銀行に定期預金として、若しく
は定額貯金として保管することとしている。近年の例としては、メインバンクの北日本
銀行の株式及び国債の購入例がある。
今年１月６日付で文部科学省高等教育局私学部から、学校法人運営調査委員会による

「学校法人の資産運用について （意見）が通知された。これを受けて本学では資産運」
用の更なる適正化を図るため、学校法人盛岡大学資産運用基準及び基準外運用の手続き
に関する規程を定め、平成２１年４月１日付で施行した。

２ 資金の運用について
、 「 、 」 、資金等の管理にあたっては 経理部において毎週 預金 有価証券残高調 を作成し

残高を確認のうえ理事長に報告している。
、 、 、 。なお 平成８年の理事長による不詳事件の反省にたち 手形 小切手は用いていない

３ 資金運用等諸規程について
（１） 学校法人盛岡大学寄附行為
（２） 学校法人盛岡大学経理規程
（３） 学校法人盛岡大学資産運用基準及び基準外運用の手続きに関する規程
（４） 退職金支給引当特定資産運用規程



（７）寄付金・学校債の募集を行っていればその概要を記述して下さい。なお寄付金・
学校債の募集についての印刷物等を訪問調査の際に参考資料としてご準備下さ
い。

本法人では 「学校法人盛岡大学施設拡充寄付金」を募集している。なお、この寄付金、
は任意であり、学校の入学に関して課す寄付金は求めていない。
寄付金の募集目的及び使途
教育環境の整備充実。校舎改装を含む施設・設備の拡充をすすめる資金。
募集目標額 １億円
募集期間 平成１８年６月１日～平成２３年５月３０日

【財務体質の健全性と教育研究経費について】

（１）過去３ヶ年（平成１８年度～２０年度）の資金収支計算書・消費収支計算書を、
別紙様式１にしたがって作成し、添付して下さい。

添付資料（Ⅸ－１）のとおり。

（２）学校法人の貸借対照表の概要（平成２１年３月３１日現在）を、別紙様式２にし
たがって作成し、添付して下さい。

添付資料（Ⅸ－２）のとおり。

（３）財産目録及び計算書類（資金収支計算書、資金収支内訳表・人件費支出内訳表・
消費収支計算書・消費収支内訳表・貸借対照表・固定資産明細書・借入金明細書
・基本金明細書）について、過去３ヶ年（平成１８年度～２０年度）分を訪問調
査の際に参考資料としてご準備下さい。

訪問調査時に準備する。

４ 過去３ヶ年 平成１８年度～２０年度 の短期大学における教育研究経費比率 消（ ） （ ） （
費収支計算書の教育研究経費を帰属収入で除した比率）を、小数点以下第２位を
四捨五入し第１位まで求め記述して下さい。



教育研究経費比率（平成１８年度～２０年度）

区 分 １８年度 １９年度 ２０年度

教育研究経費支出 ａ 千円 千円 千円（ ）

帰属収入 ｂ 千円 千円 千円（ ）

教育研究経費比率 ａ ／ ｂ ％ ％ ％（ ） （ ）

【施設設備の管理について】

（１）固定資産管理規定、図書館管理規定、消耗品及び貯蔵品管理規定等、施設設備等
の管理に関する諸規程を、財務規程を含めて一覧表として示して下さい。なお整
備した諸規程を訪問調査の際に参考資料としてご準備下さい。

本学の本法人における固定資産管理規程、図書館管理規程、消耗品及び貯蔵品管理規程
等、施設設備等の管理に関する諸規程並びに財務規程の主なものは以下のとおりである。

・学校法人盛岡大学管理運営規程
・学校法人盛岡大学防火管理規程
・学校法人盛岡大学経理規程
・学校法人固定資産及び物品管理規程
・学校法人盛岡大学資産運用基準及び基準外運用の手続き等に関する規程
・盛岡大学図書館規程
・盛岡大学学生会館規程
・盛岡大学体育施設使用規程

（ ） 、 。２ 火災等の災害対策等 以下の危機管理対策について現状を簡潔に記述して下さい

①火災等の災害対策
、 、法人本部企画部長の指揮のもとで事務職員による自衛消防隊が組織され 通報連絡班

消化工作班、警戒班、搬出班として班長、班員が指名されており、毎年度関係者に周知
している。
②防犯対策
守衛室に警備員が平日の１７：００～翌日の８：３０まで、休日は終日常駐し、施設

内外の見回りを行って警備している。また夜間における防犯のために、駐車場及びグラ
ウンド等に外灯を増設した。
③学生、教職員の避難訓練等の対策



避難訓練は、実施していないが、校舎内に非常口は表示をしている。
④コンピュータのセキュリティ対策
スパム対策としてアﾌﾟライアンスサーバーのアイアンポートを導入している。
教職員の使用しているコンピュータについてもウイルス対策として 「ウイルスバス、

ター」等のウイルス対策用ソフトの導入を奨励している。
⑤省エネ及び地球環境保全対策
節電、節水、ごみ分別等の実施と啓蒙に努めている。さらに、毎年６月上旬から９月

末まで、クールビズとして軽装勤務を行っている。
⑥その他
不審者の侵入に備えて、経理部に「不審人物防御棒」を設置している。




